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生　格

OH ＞K双eT 　noe3 八a ……・・……
 

与　格 口
OHa 　BePHT 　My ｝Ky …………… 

　  の 場 合， こ の 動作を演 じ るた め に は ，

両者は 必 ず舞台上 に登場する必 要が あるの

に対 し ，   ，  の 場合 ， 行為主だけで演 じ

る こ とが 可能で ある。 したが っ て ，   の 場

合 ， 対象は は っ きりと見え るが
，   ，   で

は ， 対象の か た ち で は っ きりと見 る こ とは

で きない
。 た だ し ，   の 場合，対象 の 位置

が舞台の そで に あ っ て ， 登場の 可能性を も

っ て い る の に 対 し ，   の 場合の その 位麗は

任意で あ る とい え る 。

　 こ の よ うに ， 動詞の 含意す る，行為主 と

対象 との 位罎関係が決定す る補語の 見え方

の ちが い が ， 生格 ， 与格 ， 対格 とい う格表

示 の あ らわれ方に影 響を与えて い る と い う

こ とが で きる で あろ う。

ア ン ドレ イ ・ べ 一
ル イ の 『ペ テ ル プ ル グ』 に お け る

　　　　　　　　　 幻 想的世界 の 意義

寰 　　大 　　華

　小説 『ペ テ ル ブル グ』 の プ ロ ッ トに お い

て ， ア ポ ロ ー
ソ の 「第二 空間」，

ニ コ ラ イ

の 夢 ， ド ゥ ドキ ン の 幻覚等の 幻想的空間は

作者 の 象徴主義論 と深 く関わ りを持 っ て い

る。 そ して ， こ の小説の 中で 主題 と作者の

世界観 との 関係に 糸 口 を提供し て くれ る の

が第
一

章 の 最後の 節 で ある 。

　語 り手の 逸脱 とな っ て い る こ の 節の 中心

とな り， 作品 の 重要な モ チ
ー

フ とな るの が

「頭脳 の 戯れ」 で ある、， こ の 「頭脳 の 戯れ」
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に は 様々 な分析が加え られた が
， 大体に お

い て，、その 背後に は オ カ ル ト的力の 存在が

あるとい うこ と｝こ は
一一
徹 して い る よ うで あ

る。 しか しなが ら 「頭脳 の戯れ」 自体が何

を意味する の か とい う問題に対 して は まだ

十分説明がつ けられた とは言えない 。 語 り

手は ア ポ ロ
ー

ン が
’
「無益なあて どな き頭脳

の 戯れ」た る作者の想像力の産物で ある と

い っ て い る。 しか し作者 自身の 視点か らみ

れば， こ の 「頭脳 の戯れ 」は 「仮面に すぎ

ぬ 」 もの で ある 。
ベ ー一

ル イ は 目に見える現

実を夢の、よ うなもの だ と考 え ， 「生 の夢を

破る こ とに芸術 の 目的 が あ り」， 創造を通

して 「唯
一

象徴」の 具現がそ の 目的で
， そ

れ を成 し遂げる の が象徴主義だ と述べ て い

る。 即ち 『ペ テ ル ブ ル グ』 の 中で登場入物

た ちの置かれ て い る，彼らに と っ て 口に 見

え る現実は 「仮面 」の よ うな もの で ある 。

「頭脳の戯れ」は 世界に対する人間の 二 元

論的認識行為を意味す る と考え られ る 。
ベ

ール イは 同時代を危機の 時代 と把 らえ ， そ

れ は 二 元論に起因す ると考えた。 世界の 本

倣 わ 山詈 刃 勤 仁 趣 」．｝．t 　v 　　 vr4nmv．　 T 　ア　 ，−v7：、　i−“Jr 　／
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い る 。
こ の よ うな人間の 誤 っ た認識行為の

下に い か に悪魔の 力が侵入す るか ， それが

人間 の 運命に い か なる関わ りを持つ の か が

『ペ テ ル ブ ル グ』 の 主要な
一

つ の テ
ー

マ で

あ る。

　主入公た ち も各 自， 自分の認識行為の 土

台となる ドグマ 的精神領域に 陥 っ て い るが，

ア ポ ロ
ー

ン は コ ソ ト主義 ，
ニ コ ライは新カ

ン ト哲学 ， ド ゥ ドキ ソ は ニ
ー

チ ェ 哲学 に陥

っ て い る 。
これ らの 三人は ， 自分た ちの幻

想的空 闘の 中で ， 己 の 「頭脳 の 戯れ」に侵

入 した 悪魔的力の 本性 とぶ つ か る。

　 ア ポ 亘 一ン は眠 りとい う旅を通 して 二 つ

の 空 間を体験す るが ， 最初の 空間は 自分の

「頭脳の 戯れ」が生み 出す空 間で あ り，

r箏二 空聞」は最初の 空間か ら無限に 拡大

して い くもの で あっ た 。 彼はそれ らの 空間

の 境界 となっ て い る 「斑点（pjatno）」を越

え ， そしてそ の瞬間彼の頭蓋が開か れ ， そ

こ か らで きた廊下を通し て 深淵に 下降する

の で あっ た 。
ア ポ V 一

ン は その 空間で 現在

の 自分の 姿 とそ の 自分を威赫して い るモ ン

ゴ ル 人に 出会 う。
つ ま り彼は 「第二 空 間」

の 中で深淵に沈下する こ とに よ っ て己が置

か れ て い る 現実 の 下 に ，即ち 「頭脳 の 戯

れ」とい う仮面の下 に 横た わ っ てい る混沌

を見たの で ある。 そ こ に は 自分の 真の姿 ，

悪魔的モ ン ゴ ル 人の 顔，そ して彼 の 運 命が

象徴的に現わ れ て い た 。

　 こ の よ うな夢は， ニ コ ラ イ の 夢に お い て

も，
シ ー＝タ イ ナ

ーの 人智学の 影響を現し な

が ら展開されて い る。
＝ コ ラ イ の 「弱ま っ

た 考えは
， 肉体か ら離れ て無益な ， 無力な

ア ラ ベ ス ク模様を ニ コ ラ イ ・アポ m 一ノ ヴ

ィ チ に描か せ るの で あ っ た 。 」ア ポ 卩
一

ン

が 「斑点」境界を越えて 「第二 空1閉」 へ 旅

立た っ た こ とと同様， ニ コ ラ イも境界ア ラ

…^
ワ 　 〃
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の 深淵 でな く， 人智学の 言 う人間の 故郷な

る宇宙の 無限に 向か っ た の で ある。 こ の こ

とは ベ ール イ の 入智学 の 受容を反映 して い

る。 とこ ろで ＝一コ ライは その よ うな幻想的

空間の 中， 父 と同様に 自分の 置か れて い る

現実の 木質を見る よ うに なる 。 こ の よ うに

父子の幻想的空間へ の 旅に は現実と幻想的

空間と の 境界を越え る行為が伴 っ て い る。

　 とこ ろが ， ド ゥ ドキ ン の 場合，彼は その

境界な る 「斑点」 を越える こ とがで きず，

自分の 部屋に 涙 っ て 「育銅 の 騎士」の 息子

に な っ て リ ッ
パ ン チ ェ ン コ の殺害に走 っ て

しま う。 即ち彼は 「青銅の 騎士 」の パ ： デ

ィ
ー的な姿で破滅 しそ の 死体の顔に は 「斑

点」の しみ がつ い た の で あるが，こ れは 最
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後まで 「斑 点」 とい う世界を切 り放 さなか

っ た 彼の 悲劇 を物語 っ て い る 。

　そ れで は 「斑 点」に 象徴 され て い る境界

は 何を意味 して い る の か 。 それ は 人智学で

言わ れて い る ， ア ー リ マ ン が支配する幻影 ，

妄想の 世界で あ る と考え られ る。
こ の こ と

は ドゥ ドキ ン の 幻覚 に 登場す るシ シ ナ ル フ

ネ の 言葉か らも説 明で きる 。

　 「頭脳 の 戯れ 」に 陥 り， 自分た ち の 現実

の 本質，
ベ ー

ル イ の 言 う 厂超越的実在」を

悟 る こ とが で ぎず， しか もそ の 「頭脳 の 戯

れ」 とい う 「仮面」の 下に 侵入 して くる悪

魔的力の 虜に な っ て い る主人公 た ちの 運命

が幻想的空間 で 語 られ て い る 。 そ の よ うな

空間 の 描写に は 人智掌 の世 界観 とソ ロ ヴ ィ

ヨ ブ の 汎 モ ン tfル 主義的終末論が潜ん で い

る。

清水 三 三
，

ロ シ ァ 留学 時代 の 論文

檜　 　山　 　真　 　一

　 ハ ル ビ ン 学院 ， 北満学院等で学 ん だ 日本

人 ， 朝鮮人 ，
モ ソ ゴ ル 人， ロ シ ア 人 に と っ

て ， 清水三 三 （1880− 1956） とい うの 1よ懐

し い 響を持 っ た 名前で あ り ， 伝説的な人物

で ある 。 伝説的 とい うの は そ の 人柄 と ロ シ

ア 語 の 達人で あ っ た とい う2 点に お い て で

ある 。

一
方 ， 我 々 には ， 彼の 名 前は二 葉亭

四迷晩年の ペ テ ル ブ ル グ滞在と結び つ い て

想い お こ される 。 しか し，清水 三 三 が 教育

者 として 活動 した 場所が外地 で あ っ た こ と ，

学 問的著作が残 され なか っ た こ と等か ら，

彼の 名望は 限 られた 範囲 に と ど ま っ て き

た
。

　清水三 三 の こ とは ， 後藤春吉編 『師弟愛

は民族を越え て 一 清水三三
一

その 人 と

随筆』（1984）， 清水厳編著 『清水 の 流れ一

亡 父33回忌 ， 亡 母23回忌を記念 して 』（1987）

に詳 しい
。

こ の 2 書に は ， 数少い 清水三三

の 遺稿一 11編の 随筆 と回想
一一 が収録 さ

れて い る
。 従来ま っ た く知 られて い なか っ

た の で あ るが ， こ の 11編以外に 活字に な っ

た ， それ も ロ シ アの 教育雑誌に 掲載 された

小論文が あ る 。 本稿 で は そ の ロ シ ア 語論文

の 意義に つ い て 報告す る 。

　清水三 三 が ロ シ ア語 を学ぽ うとした 動機

は 不 明で ある 。 は じめ彼は陸軍参謀本部の

委託生 として 札幌露清語学校で
，

つ い で や

は りお な じ資格で東京外国 語 学 校 で 学 ん

だ 。 同校卒業後 ， 1年間， 参 謀 本 部 に 勤

務 。 日露戦争中 ， 第 1 軍 司令部付陸軍通訳

官 として 従軍 。
1906年 2 月，清水 は 陸軍参

謀本部か ら 2 通の電報辞令を受け取 っ て い

る 。 1通に は 「御用有之露国に 差遣 さ る」

とあ り， もう 1通に は 陸軍参謀総長大山巌

の 次の 3 つ の 訓示が書か れ て い た 。

1

1

1

露国 留学 中は
一意専心露西 亜語の

研究に 従事す 可 し

留学期間は往復 日数を除 き満 3 ヶ

年とす る

一
身の 進退に 関 して は在露国公使

館付武官の 指 揮に従 う可 し

　帰国後 は ， 陸軍大学 の ロ シ ア 語教官 とし

迎え られ る との こ とで あ っ た 。 結局 ， 3 年
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